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第３学年 令和５年１１月１日
学年だより 文責：増渕 孝行

後期に入り、中学校生活も残り半年となりました。先週の北翔祭では、保護者の入場制限が解除され、多く
の方に御来場いただくことができました。ありがとうございました。最上級生となり、「最後の北翔祭を最高の思
い出にしよう」と臨んだ生徒たちの姿は、青春そのものだったのではないでしょうか。全力で楽しんだり、感極ま
って涙したり、真剣に文化的な発表を見入ったりと、濃密な文化祭となりました。
１１月はいよいよ完全に受験モード入ります。教育相談、三者懇談を経て、１月の私立入試、２月の特色選抜、

３月の一般選抜に向けて目標設定をして、学力向上に取り組んでまいります。

★北翔祭が行われました★ （敬称略）

【３年１組】 合唱曲「信じる」
指揮 緑川 葵 伴奏 相馬 真帆

【３年２組】 合唱曲「正解」
指揮 本多 柚月 伴奏 狩野 由衣

【３年３組】 合唱曲「結 ーゆいー」
指揮 長谷川龍翔 伴奏 渡邊 永遠

《生徒振り返りより》
・北翔祭前は合唱であまり自信をもって歌うことができなかっ
たけど、毎日家で練習をしていると自信をもって歌うことが
できるようになった。中学最後の合唱をこのクラスでできて
良かったと思えた。（田代心望）
・実行委員として有志発表の運営の仕事をして、自分の仕事
を確認しながら進める力が成長したと思う。（松本曖毅）
・昼休みや放課後、自分達が良くなるようにたくさん練習し
た。今年は自分の出番が多かったので、自分から動けるよう
になったところに自分の成長を感じた。（益子莉里花）
・準備のときから全力で、総合発表の読む練習や、実行委員
としての自分の仕事を頑張った。クラス合唱と合唱部として
の最後のステージは最高の思い出になった。（小堀伶奈）

《生徒振り返りより》
・北翔祭当日だけでなく、練習を通して、仲間の大切さを感じ
たり、大きな壁を乗り越えたりしてきたからこそ、最高の北翔
祭になったと思えた。（髙尾愛羽）
・田母神先生に涙を流させるために歌おうと思ったら、自分が
泣いて、皆と泣きながら歌った最後の合唱。これが一番青春
だった。「卒業したくない」と思った。（相馬佳菜）
・合唱部の一員として、ダンスをやりきった。最後の「手まり」
が一番うまくいった。高校生になってもクラス合唱があるとし
たら、リーダーになりたいと思います。（鹿沼蕾希）
・練習で何度も失敗し、腕を痛めてくじけそうになったが、友
達や家族、先生方の支えがあったからこそ、最後まで諦めず
に伴奏ができた。クラスの絆もさらに深まった。（渡邊永遠）

《生徒振り返りより》
・kanekita 翔 time はみんな面白くて楽しい時間でした。合
唱では、最後のクラス合唱なので、自分から自主練をして最
高の合唱になるように頑張りました。（室井知華）
・実行委員の全校制作担当として、昼休みに全クラスに進行
状況の確認をしました。全体を見て、他のクラスとのコミュニ
ケーションがとれました。（白井修人）
・最後に先生に向けて合唱曲の「信じる」をプレゼントしたこ
とが心に残っています。サプライズでプレゼントしたので、涙
が出ました。（髙田珠李）
・北翔祭後、永遠さんとハグしたら安心して涙が出ました。最
後に先生のために「信じる」を歌ったとき、「もう残り少ない
んだな」と思って、また涙が出ました。（後藤瑠奈）



【お知らせ】 ●三者懇談について
１１月１３日（月）～１７日（金）に三者懇談を実施いたします。高校進学説明会での説明を踏まえて、私立

高校の出願手続きの確認と、県立高校特色選抜受検の有無の確認、県立高校一般選抜の受検校の相談

が中心となります。日程はマチコミで配信されている通りです。

【奨学金のお知らせ】
◎希望する奨学金制度がございましたら、担任まで御相談ください。募集要項や必要書類をお渡しします。応募

に必要な提出書類には期日を要する書類もございますので、期限にゆとりをもって御相談ください。

【以前にご紹介した奨学金で募集中のもの】

●あしなが高校（高等専門学校）奨学金 ●交通遺児育英会奨学金
●下野奨学生（候補生） ●栃木県育英会高校奨学生

【北翔祭の様子】

実行委員長あいさつ 英語スピーチ発表 少年の主張発表 総合学習の発表

クラス合唱発表会

合唱部 有志発表（fourteen）
有志発表（enjoy サッカー部）

有志発表（美少女軍団）

有志発表（独裁生徒会長）
有志発表（ATSUSHI アイドルプロダクション）

有志発表（ぶっきーｓ）
有志発表

（ゴーヤチャンプル）

北翔祭実行委員


